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論 文 ･寺 査 椿 兼 の 要 旨
本研究は､旺性幹細胞 (ES細胞)に､効率よく並伝子導入を行うため.HIV由来
のレンチウイルスベクターを用いた系を開発したものである｡本研究では､HIV由来
のレンチウイルスベクターを用いてマウスES細胞に､GFPおよびhcZ漣伝子の導
入を試み･GFPの発現効率はMOI依存的に上昇し､MOI=30にて40%を超えた｡ま
たLacZ遭伝子を導入した後G418にて選択すると､invitr｡では､ほぼ全てのコロニ
~にLacZの発現を終めた｡さらにSCIDマウスの皮下に奇形種を形成し.LacZ陽性
ES細胞由来の組織を酪めた｡これらのことから､レンチウイルスベクターは､マウス
ES細胞への辻伝子導入に有用であることを示した｡
よって､本研究者は､博士 (医学)の学位を得る資格があると謬める｡
